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	植物由来の植物系生分解性フィルム「エコロージュ」

粘着ラベルや合成紙に用途を拡大


三菱樹脂株式会社
本　社：東京都千代田区丸の内2-5-2

社　長：神尾　章
資本金：２１５億円
三菱樹脂株式会社は、環境適性に優れた植物由来のプラスチック“ポリ乳酸”を主原料にした植物系生分解性フィルム「エコロージュ」において、粘着ラベルや合成紙の基材フィルムとして、密着性を改良した新グレードを開発しました。既に粘着ラベル素材大手のリンテック株式会社との取り組みによって粘着ラベル素材としての商品化に成功しており、また合成紙分野では、日清紡績株式会社の「ピーチコート」シリーズ※として、近々商品化が予定されております。

当社は、トウモロコシなどの植物から作られる“ポリ乳酸”を主原料にした植物系生分解性フィルム「エコロージュ」の事業化を積極的に進めております。これまでも当社のコアテクノロジーである高分子材料設計技術、複合化技術、延伸・配向技術を組み合わせることによって、乾電池のブリスターパックや食品調味料用キャップシールなどの各種包装分野に採用されており、その分野は着実に拡がっています。

今回、当社は、ポリ乳酸の配合技術とフィルム延伸条件の最適化を図ることによって、密着性を改良したグレードを開発し、それをリンテックの特殊粘着加工技術と組み合わせることにより、粘着ラベル素材の商品化を成功させました。既に、リンテックから植物由来粘着ラベル素材「ビオラ（BIOLA）※」として販売を開始しており、先に農林水産省食堂で実施されたバイオマス由来のプラスチック製品導入実験用の粘着ラベルなどに採用されています。また、合成紙については、日清紡績のコーティング技術と組み合わせることにより、「ピーチコート」シリーズとして近日中に発売を開始する予定です。なお、これらの商品については生分解性プラスチック研究会が運営するグリーンプラ識別表示制度によるグリーンプラマーク※を取得しております。

　当社は、従来の一般包装、食品包装分野に加え、ラベルや合成紙の分野においても技術開発を積極的に進めながら、各メーカーとの商品開発を行ってまいります。

※「エコロージュ」は東京ビッグサイトで開催される「東京国際包装展（東京パック２００４）」（１０月５日～９日）に出展する予定です。

【用語解説】

・リンテックの植物由来粘着ラベル素材「ビオラ（BIOLA）」

「エコロージュ」を表面基材フィルムに用い、さらに粘着剤も新開発の植物由来の天然ゴム系粘着材を採用したすべてが環境配慮型のフィルムラベル素材です。ラベル素材としては業界で初めて、生分解性プラスチック研究会のグリーンプラ商品として認定されています。

・日清紡績の合成紙「ピーチコート」シリーズ

合成紙とは、合成樹脂を主成分として天然の紙に似た外観、風合いを持ち、樹脂の特性を残しているものの総称。「ピーチコート」は、表面塗工層と基材フィルムの２層で構成され、基材フィルムは通常ＰＥＴ、ＰＰ、ＰＳを使用しています。筆記性、印刷性に優れ、粘着ラベル、ポスター、スイングステッカー、カレンダーなどに使用されます。

・グリーンプラマーク

生分解性プラスチック研究会（略称BPS）の定める安全性・生分解性における基準を満たした生分解性プラスチック製品に与えられるマークです。

【ご参考】
・リンテック株式会社

資本金：202億9,900万円　本社：板橋区本町23-23　代表者：取締役社長 大内昭彦

・日清紡績株式会社
資本金：275億8,797万円　本社：中央区日本橋人形町2-31-11　代表者：取締役社長 指田禎一
【写真：「エコロージュ」を採用したリンテックの植物由来粘着ラベル素材「ＢＩＯＬＡ」】
※バイオマス由来プラスチック製品の農林水産省食堂における導入実験で使用されたラベル
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